
本業務は、道路に隣接する法面の保護を目的として土留め擁壁を含めた
工法検討及び設計を行うものです。「応用理学部門-地質」は、本業務内
の一部に該当すると考えられるため、配置可能ですが、土木設計に関し
て、「建設部門」の技術士と同等の管理・照査を行う能力と経験を有するこ
とが業務上必要となります。

質疑・回答書

告示番号 件　　　　名 風致保安林復旧工事詳細設計業務委託

回　　　　答質疑事項No

豊中市総務部契約検査課　TEL　06-6858-2075・2076
　　　　　　　　　　　　　　　 　　FAX　06-6858-7225
　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail　keiyaku-kouji@city.toyonaka.osaka.jp
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下記の数値で設計しています。
曲線数　3
測量幅　45ｍ未満
測点間隔　10ｍ

横断測量の曲線数と測量幅及び測点間隔をご教示下さい。

管理技術者・照査技術者の配置条件として、
〔応用理学部門－地質］の資格は当該案件では配置できるの
でしょうか。


